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はじめに


このドキュメントでは、Oracle Business Intelligenceをインストールして構成する方法について説明します。




	対象読者

	ドキュメントのアクセシビリティについて

	関連ドキュメント

	表記規則







対象読者


このガイドは、Oracle Business Intelligenceをインストールおよび構成するシステム管理者またはアプリケーション開発者を対象としています。読者がweb技術に精通していて、WindowsおよびUNIXプラットフォームの一般的な意味解釈を持っていると考えられています。






ドキュメントのアクセシビリティについて


Oracleのアクセシビリティへの取り組みについては、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)にアクセスしてください。


Oracleサポートへのアクセス

サポートを購入したオラクル社のお客様は、My Oracle Supportを介して電子的なサポートにアクセスできます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info、聴覚に障害があるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。









関連ドキュメント


詳細はOracle Fusion Middlewareライブラリを参照してください。
	
Oracle Business Intelligenceの詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionのドキュメントを参照してください。


	
インストールの情報は、Fusion Middlewareインストール・ドキュメントを参照してください。


	
アップグレードの情報は、Fusion Middlewareアップグレード・ドキュメントを参照してください。


	
管理関連の情報は、Fusion Middleware管理ドキュメントを参照してください。


	
リリース関連の情報は、Fusion Middlewareリリース・ノートを参照してください。












表記規則


このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	表記規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
















1 Oracle Business Intelligenceのインストールについて


このガイドで説明するOracle Business Intelligenceの標準インストールでは、この製品のトポロジの基本例となる標準トポロジを作成します。




	本番環境をインストールする方法の概要

このガイドでは、Oracle Business Intelligence (BI)の配布を使用して、本番環境の開始点として、標準インストール・トポロジをインストールおよび構成する方法を説明します。
	開始点としての標準インストール・トポロジの使用方法

標準インストール・トポロジは、開始点として本番環境で使用できる柔軟なトポロジです。
	このドキュメントを使用した既存ドメインの拡張

このガイドの手順では、新しいドメインの作成方法について説明します。システムに他のOracle Fusion Middleware製品は何もインストールされていないことを前提としています。






1.1 本番環境をインストールする方法の概要


このガイドでは、Oracle Business Intelligence (BI)の配布を使用して、本番環境の開始点として、標準インストール・トポロジをインストールおよび構成する方法を説明します。

本番環境でBIをインストールするには、このガイドの手順に従って、BI環境を単一ホストにダウンロード、インストールおよび構成することをお薦めします。

標準的な本番環境などで複数の管理対象サーバーおよび複数のホストにデプロイメントをスケール・アウトする方法の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligenceエンタープライズ・デプロイメント・ガイドのBusiness Intelligenceエンタープライズ・デプロイメント・トポロジの理解に関する項を参照してください。







1.2 開始点としての標準インストール・トポロジの使用方法


標準インストール・トポロジは、開始点として本番環境で使用できる柔軟なトポロジです。

このガイドの情報はOracle Business Intelligenceの標準インストール・トポロジの作成に役立ちます。適切かつ必要な場合、後から標準インストール・トポロジを拡張して、セキュアで可用性の高い本番環境を作成できます(ドメイン構成後の次の手順を参照してください)。

標準インストール・トポロジはこの製品のトポロジの代表例です。この製品がサポートする唯一のトポロジではありません。詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニングの標準インストール・トポロジに関する項を参照してください。




	Business Intelligenceの標準インストール・トポロジについて

このトポロジは、2台の管理対象サーバーを含む1つのクラスタと1台の管理サーバーからなる標準的なWebLogic Serverドメインを示しています。
	標準インストール・トポロジ図の要素について

通常、標準インストール・トポロジには、共通の要素が含まれています。






1.2.1 Business Intelligenceの標準インストール・トポロジについて


このトポロジは、2台の管理対象サーバーを含む1つのクラスタと管理サーバーが1台の標準的なWebLogic Serverドメインを示しています。

次の図はBusiness Intelligenceの標準インストール・トポロジを示します。

このトポロジの要素については、表1-1の情報を参照してください。


図1-1 Business Intelligenceの標準インストール・トポロジ

[image: 図1-1の説明が続きます]








1.2.2 標準インストール・トポロジ図の要素について


通常、標準インストール・トポロジには、共通の要素が含まれています。

次の表では、トポロジの図の要素をすべて説明しています。


表1-1 標準インストール・トポロジの要素の説明

	要素	説明と関連ドキュメントへのリンク
	APPHOST	アプリケーション層をホストしているマシンを示す、Oracleドキュメントで使用される標準用語。
	DBHOST	データベースをホストしているマシンを示す、Oracleドキュメントで使用される標準用語。
	WebLogicドメイン	Javaコンポーネント(この場合、管理サーバー、管理対象サーバーおよび他の関連ソフトウェア・コンポーネント)の論理的に関連したグループです。
詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareの理解のOracle WebLogic Serverドメインの概要に関する項を参照してください。


	管理サーバー	WebLogicドメインの集中管理エンティティです。ドメインの構成オブジェクトを保持し、構成の変更を管理対象サーバーに分散します。
詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareの理解の管理サーバーの概要に関する項を参照してください。


	Enterprise Manager	Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlはドメインの管理に使用される主要ツールです。
詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareの理解のOracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlに関する項を参照してください。


	クラスタ	同時に稼働し連携する、複数のWebLogic Serverインスタンスの集合。
詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareの理解の管理対象サーバーと管理対象サーバー・クラスタの理解に関する項を参照してください。


	マシン	1つまたは複数のWebLogic Serverインスタンス(サーバー)をホストするコンピュータを論理的に表現するもの。マシンは管理対象サーバーとノード・マネージャを論理的に結び付けるものでもあります。ノード・マネージャを使用して管理対象サーバーを起動または停止するには、管理対象サーバーとマシンを関連付けます。
	管理対象サーバー	アプリケーション、アプリケーション・コンポーネント、Webサービスおよび関連リソースのホスト。
詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareの理解の管理対象サーバーと管理対象サーバー・クラスタの理解に関する項を参照してください。


	インフラストラクチャ	次を含むサービスのコレクション。
	
メタデータ・リポジトリ(MDS)にはOracle Application Developer Frameworkなどの、Oracle Fusion Middlewareコンポーネントのメタデータが含まれます。詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareの理解のメタデータ・リポジトリの概要に関する項を参照してください。


	
Oracle Application Developer Framework (Oracle ADF)


	
Oracle Web Services Manager(OWSM)

















1.3 このドキュメントを使用した既存ドメインの拡張


このガイドの手順では、新しいドメインの作成方法について説明します。システムに他のOracle Fusion Middleware製品は何もインストールされていないことを前提としています。

他のOracle Fusion Middleware製品がシステムにインストールおよび構成されている場合(たとえば、Fusion Middleware Infrastructureでドメインが稼働している場合)、同じ手順を使用して既存のドメインを拡張します。既存のドメインを拡張する場合は、詳細について同じドメインへの複数の製品のインストールを参照してください。










2 Oracle Business Intelligenceのインストールと構成の準備


Oracle Business Intelligenceのインストールの準備をするには、システムが基本要件を満たしていることを確認してから、正しいインストール・ソフトウェアを入手します。




	標準インストール・トポロジのインストールと構成のロードマップ

このロードマップでは、Oracle Business Intelligenceの標準インストール・トポロジのインストールと構成に必要なすべての手順を示します。
	システム環境の確認のロードマップ

インストールおよび構成プロセスを開始する前に、システム環境を検証する必要があります。
	製品の配布の入手

Oracle Fusion Middleware InfrastructureおよびOracle Business Intelligenceディストリビューションは、Oracle Technology Network (OTN)で入手できます。
	製品ディストリビューションについて

Oracle Fusion Middleware Infrastructureディストリビューションを使用して、Oracle WebLogic ServerソフトウェアおよびOracle Java Required Files (JRF)ソフトウェアの両方を含む初期Oracle Business Intelligenceドメインを作成します。
	エンドポイントURLが完全修飾ドメイン名に解決されることの確認

Oracle BIをインストールする前に、エンドポイントURLがFQDNに解決されること、またはサーバー側の構成にフロントエンド・ロード・バランサを使用していることを確認する必要があります。





2.1 標準インストール・トポロジのインストールと構成のロードマップ


このロードマップでは、Oracle Business Intelligenceの標準インストール・トポロジのインストールと構成に必要なすべての手順を示します。


表2-1 標準インストールのロードマップ

	タスク	説明	ドキュメント
	
システム環境の確認。

	
インストールの前に、最小限のシステム要件およびネットワーク要件を満たしていることを確認します。

	
「システム環境の確認のロードマップ」を参照してください。


	
インストールの前後で必要になる必須パッチの確認。

	
インストールしているソフトウェアに必要な必須パッチがあるかどうかについては、Oracle Fusion Middleware Infrastructureのリリース・ノートを確認してください。

	
Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middleware Infrastructureリリース・ノートのインストールと構成に関する項を参照してください。


	
適切なディストリビューションの入手。

	
Oracle BI EEは、既存のOracle Fusion Middleware Infrastructureのインストールを必要とします。また、Oracle Fusion Middleware Infrastructureと同じOracleホームにインストールする必要があります。したがって、fmw_12.2.1.2.0_infrastructure_generic.jar、(UNIXの場合) fmw_12.2.1.2.0_bi_platform_linux64.binまたは(Windowsの場合) setup_fmw_12.2.1.2.0_bi_platform_win64.exeのディストリビューションを入手する必要があります。

	
「製品ディストリビューションについて」を参照してください。


	
インストール・ディレクトリの決定。

	
インストーラが、必要なインストーラ・ディレクトリにアクセスまたは作成できることを確認します。また、最小限の要件を満たすシステムにディレクトリが存在することを確認します。

	
Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareの理解のOracle Fusion Middlewareの主要なディレクトリに関する項を参照してください。


	
必要なソフトウェアのインストール。

	
Oracle Fusion Middleware InfrastructureをインストールしてOracleホーム・ディレクトリを作成します。その後、Oracle Business Intelligenceを同じOracleホームにインストールします。

	
Infrastructureをインストールするには、Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middleware Infrastructureのインストールと構成を参照してください。


	
ソフトウェアのインストール。

	
Oracle Universal Installerを実行してOracle Business Intelligenceをインストールします。

ソフトウェアのインストールにより、使用しているシステムにソフトウェアが転送され、Oracleホーム・ディレクトリが作成されます。

	
Oracle Business Intelligenceソフトウェアのインストールを参照してください。


	
データベース・プロファイルの選択と、必要なカスタム変数の確認。

	
データベースに必要なスキーマをインストールする前に、Oracle Business Intelligenceのスキーマのために設定する必要のあるカスタム変数についての情報を確認します。

	
Oracle Fusion Middlewareのインストールのためのデータベース要件についてを参照してください。


	
スキーマの作成。

	
リポジトリ作成ユーティリティを実行して、構成に必要なスキーマを作成します。

	
「データベース・スキーマの作成」を参照してください。


	
WebLogicドメインの作成。

	
構成ウィザード/アシスタントを使用して、WebLogicドメインを作成して構成します。

	
Oracle Business Intelligenceの標準トポロジを作成するには、Configuration AssistantによるBIドメインの構成を参照してください。


	
高可用性のためのドメインの管理と準備。

	
ドメインを管理するための追加のツールおよびリソースを確認し、可用性が高くなるようにドメインを構成します。

	
「ドメイン構成後の次の手順」を参照してください。











2.2 システム環境の確認のロードマップ


インストールおよび構成プロセスを開始する前に、システム環境を検証する必要があります。

次の表に、ご使用の環境がOracle Business Intelligenceをインストールおよび構成するために適切に準備されていることを確認するための重要なタスクおよび判断項目を示します。


表2-2 システム環境の検証ロードマップ

	タスク	説明	ドキュメント
	
動作保証とシステム要件の確認。

	
インストールおよび構成について、ご使用のオペレーティング・システムが動作保証され適切に構成されることを確認します。

	
動作保証、システムおよび相互運用性の要件の確認を参照してください。


	
適切なインストール・ユーザーの特定。

	
インストール・ユーザーが、ソフトウェアをインストールおよび構成するための適切な権限を持っていることを確認します。

	
「インストール・ユーザーの選択」を参照してください。


	
システム上のインストール・ディレクトリと構成ディレクトリの選択。

	
推奨ディレクトリ構造に従って、インストールおよび構成に必要なディレクトリが作成できることを確認します。

	
インストールおよび構成のためのディレクトリについてを参照してください。


	
動作保証されたJDKのインストール。

	
配布のインストール・プログラムは、ご使用のシステムで動作保証されたJDKを必要とします。

	
Oracle Fusion MiddlewareのインストールのためのJDK要件についてを参照してください。


	
中間層のスキーマのデータベースのインストールと構成。

	
WebLogicドメインを構成するには、Oracle Business Intelligenceで必要なスキーマに対して適切に構成された、動作保証済のデータベースにアクセスできる必要があります。

	
Oracle Fusion Middlewareのインストールのためのデータベース要件についてを参照してください。









	動作保証、システムおよび相互運用性の要件の確認

ご使用の環境がインストールの要件を満たしていることを確認するには、動作保証マトリックスおよびシステム要件のドキュメントをあわせて使用することをお薦めします。
	インストール・ユーザーの選択

システム上でインストールと構成を実行するユーザーは、十分な権限を持っている必要があります。
	インストールおよび構成のためのディレクトリについて

インストールおよびドメイン構成のプロセスでは、Oracleホーム、ドメイン・ホームおよびアプリケーション・ホームのディレクトリの場所の指定について計画する必要があります。
	Oracle Fusion MiddlewareのインストールのためのJDK要件について

ほとんどのFusion Middleware製品は、.jarファイル形式で配布されます。これらのディストリビューションにJDKは含まれていません。.jar配布インストーラを実行するには、動作保証されたJDKがすでにシステムにインストールされている必要があります。
	Oracle Fusion Middlewareのインストールのためのデータベース要件について

多くのOracle Fusion Middleware製品は、構成の前にデータベース・スキーマが必要です。このようなスキーマをインストールできるデータベースがない場合は、動作保証されたデータベースをインストールして構成する必要があります。






2.2.1 動作保証、システムおよび相互運用性の要件の確認


ご使用の環境がインストールに必要な要件を満たしていることを確認するには、動作保証マトリックスおよびシステム要件のドキュメントをあわせて使用することをお薦めします。

	
環境が動作保証要件を満たしていることの確認

製品を、サポートされているハードウェアおよびソフトウェア構成上にインストールすることを確認してください。詳細は、Oracle Fusion Middlewareのサポートされるシステム構成ページで、ご使用のリリース向けの動作保証情報のドキュメントを参照してください。

Oracleでは、動作保証済のすべてのシステムおよび環境で製品のパフォーマンスをテストおよび検証しています。新しい動作保証情報が発表された場合は、適切な動作保証ドキュメントにすぐに追加されます。新しい動作保証は随時リリースされる場合があります。そのため、動作保証のドキュメントはドキュメント・ライブラリとは別に管理され、Oracle Technology Networkで利用できます。


	
動作保証情報を確認するためのシステム要件ドキュメントの使用

Oracle Fusion Middlewareのシステム要件と仕様に関するドキュメントを使用して、動作保証要件が満たされていることを確認することをお薦めします。たとえば、動作保証ドキュメントに、お使いの製品が64ビットOracle Linux 6.5のインストールに対して動作保証されていることが示されている場合、このドキュメントを使用してシステムが必要な最小要件を満たしていることを確認します。これには、ディスク領域、使用可能なメモリー、特定のプラットフォーム・パッケージおよびパッチ、その他のオペレーティング・システム固有の項目などが含まれます。システム要件は、将来的に変更されることがあります。そのため、システム要件情報のドキュメントは、ドキュメント・ライブラリとは別に作成され、Oracle Technology Networkで利用できます。


	
複数の製品間での相互運用性の確認

同一リリースの、または異なるリリースが混在した状態のFusion Middleware製品を複数インストールし使用する方法については、Oracle Fusion Middleware相互運用性および互換性の理解のOracle Fusion Middleware 12cの相互運用性および互換性に関する項を参照してください。










2.2.2 インストール・ユーザーの選択

システム上でインストールと構成を実行するユーザーは、十分な権限を持っている必要があります。


	ユーザー権限について

Fusion Middleware製品をインストールするユーザーは、そのファイルを所有し、そのファイルに対する特定の権限を持ちます。
	UNIXオペレーティング・システムの非デフォルト・ユーザー権限について

デフォルトの権限の設定を変更すると、インストールのセキュリティと場合によってはシステムのセキュリティが脆弱になります。デフォルトの権限の設定を変更することはお薦めしません。
	Windowsオペレーティング・システムでのインストール・ユーザーに管理者権限があることの確認

Windowsレジストリを更新するには、管理者権限が必要です。






2.2.2.1 ユーザー権限について


Fusion Middleware製品をインストールするユーザーは、そのファイルを所有し、そのファイルに対する特定の権限を持ちます。

	
実行可能ファイル以外(.jar、.properties、.xmlなど)のすべてのファイルに対する読取り権限と書込み権限。その他の同じグループのすべてのユーザーにはファイル所有者として読取り権限のみがあります。


	
すべての実行可能ファイル(.exe、.shまたは.cmd)に対する読取り、書込みおよび実行権限。同じグループのその他のすべてのユーザーにはファイル所有者として読取り権限および実行権限のみがあります。




したがって、ソフトウェアをインストールするユーザー以外のユーザーも、ドメインまたはFusion Middleware製品を構成するためにOracleホームのインストール・バイナリを使用できます。

構成中に生成されたファイルは、構成ウィザードを実行したユーザーが所有者になり、前述のインストール・ユーザーと同じ権限を持ちます。ただし、セキュリティ・センシティブなファイルは、グループ権限では作成されません。ドメインを作成したユーザーのみが読取りおよび書込み権限を持ち、ドメインを管理できます。

次に例を示します。

	
例1: 1人のユーザーがソフトウェアをインストールしてドメインを構成する場合

この例は、同じユーザーがソフトウェアをインストールしてドメインを構成する場合の権限を示します。

すべてのファイルに対して適切な権限があるようにするには、同じ所有者が構成ウィザードを使用してOracle Fusion Middleware製品のインストールとWebLogic Serverドメインの構成の両方のタスクを実行することをお薦めします。



[image: GUID-137C9CB6-D065-4CF7-8517-814816453BB2-print.epsの説明が続きます]






ドメインを作成するユーザーがソフトウェアをインストールしたユーザーと異なる場合、次の例に示すように、どちらのユーザーにも同じ権限が必要です。


	
例2: Oracleホームとドメインを別のユーザーが作成する場合

この例は、あるユーザーがOracleホームを作成し、別のユーザーがドメインを構成する場合の権限を示します。



[image: GUID-4FE4BBE7-44D7-4852-B016-CD7537A06049-print.epsの説明が続きます]









注意:

特定のドメイン・ファイルには、グループ権限がありません。たとえば、cwallet.ssoです。

インストーラを実行する前に、次の項目について考慮してください。

	
UNIXオペレーティング・システムでは、ソフトウェアをインストールする前にumaskを027に設定することをお薦めします。これにより、インストール時にファイルの権限を正しく設定することができるようになります。以下のコマンドを使用します。

umask 027

このコマンドは、製品のインストーラと同じ端末ウィンドウで実行する必要があります。


	
UNIXオペレーティング・システムでは、インストール・プログラムをrootユーザーで実行しないでください。rootユーザーとしてインストーラを実行すると、起動検証に失敗し、インストールを続行できなくなります。


	
製品のインストールを管理する際(パッチ適用、管理対象サーバーの起動など)は、製品インストールに使用したものと同じユーザーIDを使用します。


	
Windowsオペレーティング・システムでは、製品のインストールに管理者権限が必要です。詳細は、「Windowsオペレーティング・システムでのインストール・ユーザーに管理者権限があることの確認」を参照してください。










2.2.2.2 UNIXオペレーティング・システムの非デフォルト・ユーザー権限について


デフォルトの権限の設定を変更すると、インストールおよびシステムのセキュリティが低下する可能性があります。デフォルトの権限の設定を変更することはお薦めしません。

他のユーザーが特定のファイルまたは実行可能ファイルへのアクセスが必要な場合は、ファイルのアクセス権を変更するかわりに、UNIXのsudoコマンド(または他の同様のコマンド)の使用を検討してください。

さらにサポートが必要な場合は、ご使用のUNIXオペレーティング・システムに付属している管理者ガイドを参照するか、オペレーティング・システムのベンダーに問い合せてください。







2.2.2.3 Windowsオペレーティング・システムでのインストール・ユーザーに管理者権限があることの確認


Windowsレジストリを更新するには、管理者権限が必要です。


デフォルトでは、通常の権限でシステムにログインする管理者権限を持つメンバーが、管理タスクを実行するために高い権限が要求される場合があります。

高い権限が必要なタスクを実行するには:




	左下の「スタート」メニューまたはWindowsアイコンから、コマンド・プロンプトアイテムを検索します。
	コマンド・プロンプトを右クリックして「管理者として実行」を選択します。
新しいコマンド・プロンプト・ウィンドウが開き、このウィンドウで実行されるすべてのアクションは管理者権限で実行されます。

注意:

システムでユーザーアクセス制御が有効な場合、このアクションの確認を求めるウインドウが表示される場合があります。確認し、この手順を続行します。




	必要なタスクを実行します。

たとえば、製品のインストーラを起動するには:

jarファイルの場合は、次のように入力します。


java —jar distribution_name.jar


実行可能ファイル(.exe、.bin、または.shファイル)に対して、次を入力します。


distribution_name.exe














2.2.3 インストールおよび構成のためのディレクトリについて


インストールとドメイン構成のプロセス中に、Oracleホーム、ドメイン・ホームおよびアプリケーション・ホームのディレクトリの場所の指定について計画する必要があります。

次の各項では、これらのディレクトリを作成する場所を決めるために役立つ情報を示します。




	推奨ディレクトリ構造について

Oracleホーム、ドメイン・ホームおよびアプリケーション・ホームには、推奨される特定の場所があります。
	Oracleホーム・ディレクトリについて

Oracle Fusion Middleware製品をインストールする場合は、Oracleホーム・ディレクトリを使用する必要があります。
	ドメイン・ホーム・ディレクトリについて

ドメイン・ホームは、構成するドメインが作成されるディレクトリです。
	アプリケーション・ホーム・ディレクトリについて

アプリケーション・ホームは、構成するドメインのアプリケーションが作成されるディレクトリです。
	同じドメインへの複数の製品のインストール

1つのドメインに複数の製品をインストールして構成するには、2つの方法があります。
	共有記憶域の準備

Oracle Fusion Middlewareでは、単一のOracleホームから複数のOracle WebLogic Serverドメインを構成することができます。これにより、共有ボリューム上の1つの場所にOracleホームをインストールすることや、複数のホストのインストールにOracleホームを再利用することができます。






2.2.3.1 推奨ディレクトリ構造について


Oracleホーム、ドメイン・ホームおよびアプリケーション・ホームには、推奨される特定の場所があります。

図2-1に推奨するディレクトリ構造を示します。


図2-1 Oracle Fusion Middlewareの推奨ディレクトリ構造



[image: 図2-1の説明が続きます]






システムでベースの場所(Oracleベース)を決め、(/home/oracleなど)そこから2つのサブ・ディレクトリを別々に作成します。productディレクトリには、製品のバイナリ・ファイルとすべてのOracleホーム・ディレクトリを含めます。configディレクトリにはドメイン・データとアプリケーション・データを格納します。

Oracleホームには構成データを保存しないことをお薦めします。製品を別のメジャー・リリースにアップグレードする場合、バイナリ用に新しいOracleホームの作成が必要になります。また構成データは、Oracleホームのバイナリからアクセス可能な場所に置く必要があります。

このドキュメント全体の例を通じて、/home/oracle/productディレクトリ(Oracleホーム)と/home/oracle/configディレクトリ(アプリケーション・データと構成データ)を使用していますが、これらのディレクトリはご使用のシステムの実際のディレクトリに読み替えてください。







2.2.3.2 Oracleホーム・ディレクトリについて


Oracle Fusion Middleware製品をインストールする場合は、Oracleホーム・ディレクトリを使用する必要があります。

このディレクトリは、同じマシンにインストールされた複数のFusion Middleware製品で使用される共通ファイルのリポジトリです。これらのファイルは、Fusion Middlewareをシステムで正しく動作させるために重要です。これらによって、インストール時の製品間の依存関係のチェックが容易になります。このためOracleホーム・ディレクトリは、システムにインストールされるすべてのOracle Fusion Middleware製品の中心的なサポート・ディレクトリとみなすことができます。

Oracleホーム・ディレクトリは、Fusion MiddlewareドキュメントでORACLE_HOMEと呼ばれています。

Oracleホームの考慮事項

Oracleホーム・ディレクトリを作成し、Fusion Middleware製品をインストールするときに、次の点に注意してください。

	
Oracleホーム・ディレクトリの名前に空白を含めないでください。Oracleホーム・ディレクトリのパスに空白が含まれていると、エラー・メッセージが表示されます。


	
単一のOracleホーム・ディレクトリには、Oracle Fusion Middlewareの各製品に1つのインスタンスのみインストールできます。異なるバージョンの製品を同じマシンにインストールするには、それぞれのバージョンを専用のOracleホーム・ディレクトリに格納する必要があります。

単一のOracleホームに複数の異なる製品をインストールすることもできますが、Oracleホームには各製品で1つのバージョンのみをインストールできます。




複数のホーム・ディレクトリ

ほとんどの場合、Oracleホームは1つで十分ですが、複数のOracleホーム・ディレクトリを作成する場合もあります。たとえば次の場合に、複数のOracleホーム・ディレクトリを作成する必要があります。

	
それぞれ製品のスタックが別々の開発と本番環境を別々に管理する場合。2つのディレクトリを使用するこのにより、準備ができるまで本番環境を変更せずに、開発環境を更新できるようになります。


	
2つのバージョンのFusion Middleware製品を同時に保持する場合。たとえば製品の既存のバージョンを残したまま新しいバージョンをインストールする必要がある場合。この場合、製品の各バージョンを専用のOracleホーム・ディレクトリにインストールする必要があります。


	
相互に互換性のない複数の製品をインストールする必要があります。詳細は、Oracle Fusion Middleware相互運用性および互換性の理解のOracle Fusion Middleware 12c (12.2.1.2)の相互運用性および互換性に関する項を参照してください。





注意:

複数のOracleホーム・ディレクトリを作成する場合は、各製品の構成段階で重複しないポート範囲を指定する必要があります。







2.2.3.3 ドメイン・ホーム・ディレクトリについて


ドメイン・ホームは、構成するドメインが作成されるディレクトリです。

デフォルトのドメイン・ホームの場所は、ORACLE_HOME/user_projects/domains/domain_nameです。ただし、このデフォルトの場所を使用しないことをお薦めします。ドメイン・ホームは、Oracleホーム・ディレクトリの外部に置きます(例: /home/oracle/config/domains)。configディレクトリには、ドメインとアプリケーションのデータが含まれている必要があります。新規インストール、パッチの適用およびその他の操作によって、ORACLE_HOMEのみが更新され、ドメインの構成は更新されないように、ドメイン専用のディレクトリをお薦めします。

推奨ディレクトリ構造およびドメイン・ホームの配置の詳細は、推奨ディレクトリ構造についてを参照してください。

Fusion Middlewareドキュメントで、ドメイン・ホーム・ディレクトリはDOMAIN_HOMEと呼ばれ、ドメイン名を含むそれ以下のすべてのフォルダが含まれます。たとえば、ドメイン名がexampledomainで、/home/oracle/config/domainsディレクトリにドメイン・データを配置する場合、ドキュメントでのDOMAIN_HOMEは/home/oracle/config/domains/exampledomainを指します。







2.2.3.4 アプリケーション・ホーム・ディレクトリについて


アプリケーション・ホームは、構成するドメインのアプリケーションが作成されるディレクトリです。

デフォルトのアプリケーション・ホームの場所は、ORACLE_HOME/user_projects/applications/domain_nameです。ただし、アプリケーション・ホームは、Oracleホーム・ディレクトリの外部に配置することをお薦めします。製品を別のメジャー・リリースにアップグレードする場合、バイナリ用に新しいOracleホームの作成が必要になるからです。

推奨ディレクトリ構造およびアプリケーション・ホームの配置の詳細は、推奨ディレクトリ構造についてを参照してください。

Fusion Middlewareドキュメントでは、アプリケーション・ホーム・ディレクトリのことをAPPLICATION_HOMEと呼び、ドメイン名を含むそれ以下のすべてのフォルダが含まれます。たとえば、ドメイン名がexampledomainで、/home/oracle/config/applicationsディレクトリにアプリケーション・データを配置した場合、ドキュメントでは/home/oracle/config/applications/exampledomainを示すためにAPPLICATION_HOMEを使用しています。







2.2.3.5 同じドメインへの複数の製品のインストール


1つのドメインに複数の製品をインストールして構成するには、2つの方法があります。

	
方法1

スキーマの作成やドメイン内の全サーバーの起動によるドメイン構成の成功の確認も含めて、製品Aのインストールと構成を行います。

これは、Fusion Middlewareライブラリのすべてのインストール・ガイドで使用される方法です。製品の数に応じて、必要なだけこの手順を繰り返すことができます。この方法では、一度に1つの製品を検証し、製品を段階的に追加することができます。

製品Bをインストールするには、新しい製品の追加中にドメインへの更新が行われないよう、管理サーバーを停止します。次に、必要なスキーマの作成を含む、製品Bのインストール・ガイドの説明に従います。最後に、すべてのサーバーを再起動する前に、製品Aのドメインを製品Bを含むように拡張します。


	
方法2

必要なすべての製品をインストールし、すべての製品のスキーマを作成します。スキーマの作成後、すべての必要な製品テンプレートを使用してドメインを構成し、すべてのサーバーを起動します。

この方法で複数の製品のドメインを作成すると若干高速になる場合がありますが、Fusion Middlewareライブラリのインストール・ガイドには、この方法でのドメイン作成について特別な手順は説明されていません。必要に応じて、サポート・ドキュメントを参照する必要があります。










2.2.3.6 共有記憶域の準備


Oracle Fusion Middlewareでは、1つのOracleホームから複数のOracle WebLogic Serverドメインを構成できます。これにより、共有ボリューム上の1つの場所にOracleホームをインストールすることや、複数のホストのインストールにOracleホームを再利用することができます。

ご使用の環境で共有記憶域を使用する場合は、詳細についてOracle Fusion Middleware高可用性ガイドの共有記憶域の使用に関する項を参照してください。









2.2.4 Oracle Fusion MiddlewareのインストールのためのJDK要件について


ほとんどのFusion Middleware製品は、.jarファイル形式で配布されます。これらのディストリビューションにJDKは含まれていません。.jar配布インストーラを実行するには、動作保証されたJDKがすでにシステムにインストールされている必要があります。

JDKがOracleホームの外部にインストールされていることを確認してください。Oracleホームの下にJDKをインストールすると、将来的にタスクを実行しようとすると、問題が発生します。Oracle Universal Installerは、Oracleホーム・ディレクトリが空であるかどうかを検証し、空のディレクトリが指定されるまで、インストールを進めません。JDKのインストールは、/home/oracle/products/jdkディレクトリに配置することをお薦めします。

一部の製品(Oracle HTTP ServerおよびOracle JDeveloperなど)は、プラットフォーム固有のディストリビューションとして提供されています。プラットフォーム固有のディストリビューションには、.bin (UNIXオペレーティング・システム用)または.exe (Windowsオペレーティング・システム用)インストーラが含まれます。その場合は、プラットフォーム固有のJDKがディストリビューションに含まれており、JDKを別途インストールする必要はありません。ただし、認定されたJDKのバージョンによっては、より新しいバージョンにそのJDKをアップグレードする必要があります。

Oracle Fusion Middlewareでサポートされるシステム構成のページで動作保証情報を参照し、必要なJDKバージョンであることを確認してください。12c (12.2.1.2)では、動作保証されたJDKは1.8.0_101以降です。

必要なJDKをダウンロードするには、次のURLにアクセスしてJava SE JDKをダウンロードします。


http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/index.html







2.2.5 Oracle Fusion Middlewareのインストールのためのデータベース要件について


多くのOracle Fusion Middleware製品は、構成の前にデータベース・スキーマが必要です。このようなスキーマをインストールできるデータベースがない場合は、動作保証されたデータベースをインストールして構成する必要があります。

オペレーティング・システムで動作保証されているデータベースを調べるには、Oracle Technology Network (OTN)のOracle Fusion Middlewareのサポートされるシステム構成ページで、ご使用のリリース向けの動作保証情報のドキュメントを参照してください。

スキーマ作成用にデータベースが適切に構成されていることを確認するには、Oracle Fusion Middlewareのシステム要件と仕様ドキュメントのリポジトリの要件に関する項を参照してください。

データベースが正しく構成されたら、Repository Creation Utility(RCU)を使用してデータベースに製品スキーマを作成する必要があります。このツールはOracle Fusion Middleware製品のOracleホームに用意されています。詳細は、Oracle Fusion Middlewareリポジトリ作成ユーティリティによるスキーマの作成のリポジトリ作成ユーティリティに関する項を参照してください。








2.3 製品の配布の入手


Oracle Fusion Middleware InfrastructureおよびOracle Business Intelligenceディストリビューションは、Oracle Technology Network (OTN)で入手できます。

Oracle Fusion Middleware InfrastructureおよびOracle Business Intelligenceのインストールの準備をする手順は次のとおりです。

	
コマンドラインでjava -versionと入力して、動作保証されたJDKがシステムにインストールされていることを確認します。12c (12.2.1.2)では、動作保証されたJDKは1.8.0_101以降です。

詳細は、Oracle Fusion MiddlewareのインストールのためのJDK要件についてを参照してください。


	
Oracle Fusion Middleware InfrastructureおよびOracle Business Intelligenceソフトウェアを探してダウンロードします。

詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニングの製品ディストリビューションの入手に関する項を参照してください。










2.4 製品ディストリビューションについて


Oracle Fusion Middleware Infrastructureディストリビューションを使用して、Oracle WebLogic ServerソフトウェアおよびOracle Java Required Files (JRF)ソフトウェアの両方を含む初期Oracle Business Intelligenceドメインを作成します。


Oracle JRFソフトウェアは、次のものから構成されています。

	
Oracle Web Services Manager。


	
Oracle Application Development Framework (Oracle ADF)


	
Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Control。


	
リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)


	
Oracle Fusion Middleware製品をサポートするために必要な、その他のライブラリとテクノロジ




Oracle Fusion Middleware Infrastructureのインストールは、Oracle Business Intelligenceをインストールするための前提条件です。






2.5 エンドポイントURLが完全修飾ドメイン名に解決されることの確認


Oracle BIをインストールする前に、エンドポイントURLがFQDNに解決されること、またはサーバー側の構成にフロントエンド・ロード・バランサを使用していることを確認する必要があります。


フロントエンド・ホストは、FQDNを使用して構成する必要があります。













3 Oracle Business Intelligenceソフトウェアのインストール


この項の手順に従って、Oracle Business Intelligenceソフトウェアをインストールします。

インストールを始める前に、前提条件を確認し、Oracle Business Intelligenceのインストールと構成の準備に記載のすべての手順を完了するようにします。




	インストール・チェックリストの確認

インストール・プロセスでは、特定の情報が必要になります。
	インストール・プログラムの起動

UNIXまたはWindows上でインストール・プログラムを起動できます。
	インストール画面への移動

インストーラにより、情報を確認または入力する一連の画面が表示されます。
	インストールの確認

インストールの完了後、一連のタスクを実行して、成功したことを確認します。
	ディレクトリ構造のチェック

Oracle Business Intelligenceをインストールすると、このトピックに示すとおり、ディレクトリ構造が表示されます。インストールの内容は、インストール中に選択したオプションによって異なります。





3.1 インストール・チェックリストの確認


インストール・プロセスでは、特定の情報が必要になります。


表3-1に、Oracle Business Intelligenceのインストール前に知っておく必要のある重要な項目、またはインストール中に決定する必要のある重要な項目を示します。


表3-1 インストール・チェックリスト

	情報	値の例	説明
	
JAVA_HOME

	
/home/Oracle/Java/jdk1.8.0_101

	
Java JDK ホーム・ディレクトリを指す環境変数。


	
データベース・ホスト

	
examplehost.exampledomain

	
データベースを実行しているホストの名前とドメイン。


	
データベース・ポート

	
1521

	
データベースがリスニングするポート番号。デフォルトのOracleデータベースのリスニング・ポートは1521です。


	
データベース・サービス名

	
orcl

	
Oracleデータベースには一意のサービス名が必要です。デフォルトのサービス名は、orclです。


	
DBAユーザー名

	
SYS

	
データベース管理権限を持つユーザーの名前。OracleデータベースのデフォルトのDBAユーザーは、SYSです。


	
DBAパスワード

	
myDBApw957

	
データベース管理権限を持つユーザーのパスワード。


	
ORACLE_HOME

	
/home/Oracle/product/ORACLE_HOME

	
ソフトウェアをインストールするディレクトリ。

このディレクトリには、必要に応じてOracle Fusion Middleware InfrastructureおよびOracle Business Intelligenceが含められます。


	
WebLogic Serverのホスト名

	
examplehost.exampledomain.com

	
Oracle WebLogic ServerおよびOracle Business Intelligenceのコンソールのホスト名。


	
コンソール・ポート

	
7001

	
Oracle WebLogic ServerおよびOracle Business Intelligenceのコンソールのポート。


	
DOMAIN_HOME

	
/home/Oracle/config/domains/bi_domain

	
ドメイン・データの格納場所。


	
APPLICATION_HOME

	
/home/Oracle/config/applications/bi_domain

	
アプリケーション・データの格納場所。


	
WebLogicドメインの管理者のユーザー名

	
weblogic

	
Oracle WebLogic Serverの管理権限を持つユーザーの名前。デフォルトの管理者ユーザーは、weblogicです。


	
管理者ユーザーのパスワード

	
myADMpw902

	
Oracle WebLogic Server管理権限を持つユーザーのパスワード。


	
RCU

	
ORACLE_HOME/oracle_common/bin

	
リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)へのパス。


	
RCUスキーマの接頭辞

	
BI

	
Oracle Business Intelligenceによって使用されるデータベース・スキーマの名前の接頭辞。


	
RCUスキーマのパスワード

	
myRCUpw674

	
Oracle Business Intelligenceによって使用されるデータベース・スキーマのパスワード。


	
構成ユーティリティ

	
ORACLE_HOME/oracle_common/common/bin

	
ドメインの作成と構成のための構成ウィザードへのパス。


	
Configuration Assistant

	
ORACLE_HOME/bi/bin

	
ドメインの作成と構成のためのConfiguration Assistantへのパス。BIドメインを構成するにはConfiguration Assistantを使用することをお薦めします。













3.2 インストール・プログラムの起動


UNIXまたはWindows上でインストール・プログラムを起動できます。


インストール・プログラムを起動する手順は次のとおりです。




	ホスト・システムにログインします。
	インストール・プログラムがダウンロードされたディレクトリに移動します。
	次のコマンドを入力します。

	
(UNIX) ./fmw_12.2.1.2.0_bi_platform_linux64.bin


	
(Windows) setup_fmw_12.2.1.2.0_bi_platform_win64.exe





注意:

実行権限のない./fmw_12.2.1.2.0_bi_platform_linux64.binは実行できません。このコマンドを実行する前には、実行権限のチェックと付与を必ず行ってください。



インストール・プログラムが表示されると、インストールを開始する準備ができています。












3.3 インストール画面への移動


インストーラにより、情報を確認または入力する一連の画面が表示されます。


次の表に、インストーラ画面が表示される順序を示します。インストーラ画面に関して詳細な情報が必要な場合は、「ヘルプ」をクリックします。


表3-2 Oracle Business Intelligenceのインストール画面

	画面	説明
	
インストール・インベントリの設定

	
UNIXオペレーティング・システムでは、このホストにOracle製品を初めてインストールする場合に、この画面が開きます。中央インベントリを作成する場所を指定します。この画面で選択したオペレーティング・システム・グループ名には、中央インベントリの場所への書込み権限があることを確認してください。

中央インベントリの詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Universal InstallerによるソフトウェアのインストールのOracle中央インベントリに関する項を参照してください。

Windowsオペレーティング・システムでは、この画面は表示されません。


	
ようこそ

	
この画面では、情報を参照してすべての前提条件が満たされていることを確認して「次」をクリックします。


	
自動更新

	
この画面では、自動更新をスキップする選択をするか、パッチを選択するか、My Oracle Supportアカウントを使用して、重要なセキュリティ更新を含む最新のソフトウェア更新を検索します。


	
インストールの場所

	
この画面を使用して、Oracleホーム・ディレクトリの場所を指定します。

「表示」をクリックして、適切なOracleホームにOracle Business Intelligenceがインストールされるかどうかを確認できます。


	
インストール・タイプ

	
この画面を使用してインストールのタイプと、それに従ってインストールされる製品および機能を選択します。このトポロジについては、サンプル付きBIプラットフォーム・ディストリビューションを選択します。


	
前提条件チェック

	
この画面では、ご使用のシステムが最小要件を満たしていることを検証します。

検証済のタスクのリストを表示するには、「正常なタスクの表示」を選択します。ログの詳細を表示するには、「ログの表示」を選択します。前提条件のチェックが失敗すると、エラー・メッセージが画面の下方に表示されます。エラーを修正し、「再実行」をクリックして再試行します。エラー・メッセージや警告メッセージを無視してインストールを続けるには、「スキップ」をクリックします(非推奨)。


	
インストール・サマリー

	
この画面では、選択したインストール・オプションを検証します。これらのオプションをレスポンス・ファイルに保存する場合は、「レスポンス・ファイルの保存」をクリックし、レスポンス・ファイルの場所と名前を入力します。レスポンス・ファイルには、入力したすべての情報が収集して格納され、後で(コマンドラインから)サイレント・インストールを実行するために使用できます。

「インストール」をクリックしてインストールを開始します。


	
インストールの進行状況

	
この画面はインストールの進行状況を示します。

進行状況バーが100%完了になったら、「終了」をクリックしてインストーラを閉じるか、「次へ」をクリックしてサマリーを表示します。


	
インストール完了

	
この画面には、「インストールの場所およびインストールされた機能セットが表示されます。情報を確認し、「終了」をクリックしてインストーラを閉じます。














3.4 インストールの検証

インストールの完了後、一連のタスクを実行して、成功したことを確認します。


	インストール・ログ・ファイルの確認

インストール・ログ・ファイルの内容を確認し、インストーラに何も問題が発生しなかったことを確認します。
	ディレクトリ構造のチェック

インストールの内容は、インストール中に選択したオプションによって異なります。
	Oracleホームの内容の表示

viewInventoryスクリプトを使用すると、Oracleホームの内容を表示することができます。






3.4.1 インストール・ログ・ファイルの確認


インストール・ログ・ファイルの内容を確認し、インストーラに何も問題が発生しなかったことを確認します。


デフォルトでは、インストーラによって、Oracle_Inventory_Location/logsディレクトリ(UNIXオペレーティング・システムの場合)またはOracle_Inventory_Location\logsディレクトリ(Windowsオペレーティング・システムの場合)にログ・ファイルが書き込まれます。

ログ・ファイルとその場所の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Universal Installerによるソフトウェアのインストールのインストール・ログ・ファイルに関する項を参照してください。









3.4.2 ディレクトリ構造のチェック


インストールの内容は、インストール中に選択したオプションによって異なります。


インストール後のディレクトリ構造の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareの理解のOracle Fusion Middlewareの主要なディレクトリに関する項を参照してください。









3.4.3 Oracleホームの内容の表示


viewInventoryスクリプトを使用すると、Oracleホームの内容を表示することができます。


詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Universal InstallerによるソフトウェアのインストールのOracleホームの内容の表示に関する項を参照してください。










3.5 ディレクトリ構造のチェック


Oracle Business Intelligenceをインストールすると、このトピックに示すとおり、ディレクトリ構造が表示されます。インストールの内容は、インストール中に選択したオプションによって異なります。

ディレクトリ構造を表示する手順は次のとおりです。


	BIをインストールしたORACLE_HOMEディレクトリに変更します。
	次のコマンドを入力します。
ls --format=single-column

システムのディレクトリ構造は、次の例に示す構造と一致する必要があります。



/u01/oracle/products/fmw/bi

bi-epm-registry
bifoundation
bin
clients
common
endpointmanager
file_templates
jlib
lib
modules
nls
oracore
plugins
products
schema
upgrade
vcredist_x64.exe
vcredist_x86.exe
xsd







インストール後のディレクトリ構造の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareの理解のOracle Fusion Middlewareの主要なディレクトリに関する項を参照してください。













4 Oracle Business Intelligenceの構成

この章では、Oracle Business Intelligence 12c Configuration Assistantを使用するOracle BI標準トポロジを構成するプロセスの手順について説明します。


	Oracle Business Intelligence Configuration Assistantについて

Oracle Business Intelligence 12c Configuration Assistantは、データベース・スキーマの作成、ポート範囲の指定、システム・コンポーネントの作成に加えて、アプリケーション・サーバーの起動やBI標準トポロジの構成をサポートするマルチ機能ユーティリティです。BIドメインを構成するにはConfiguration Assistantを使用することをお薦めします。
	Configuration Assistantの前提条件

Configuration Assistantを使用して、円滑なエラーのないドメイン構成を行うには、この項に示されている基準を満たすことが重要です。
	データベース・スキーマの作成

Oracle Business Intelligenceドメインを構成する前に、このリリースのOracle Fusion Middlewareで使用する動作保証されたデータベースに必要なスキーマをインストールする必要があります。
	Configuration AssistantによるBIドメインの構成

The Oracle BI 12c Configuration Assistantは、.sh (UNIX)または.cmd (Windows)ファイルです。Oracleホームにあるbi/binディレクトリから構成実行ファイルを起動して、Configuration Assistantを起動します。このトピックのプロシージャに従って、構成手順を実行します。





4.1 Oracle Business Intelligence Configuration Assistantについて


Oracle Business Intelligence 12c Configuration Assistantは、データベース・スキーマの作成、ポート範囲の指定、システム・コンポーネントの作成に加えて、アプリケーション・サーバーの起動やBI標準トポロジの構成をサポートするマルチ機能ユーティリティです。BIドメインを構成するにはConfiguration Assistantを使用することをお薦めします。






4.2 Configuration Assistantの前提条件


Configuration Assistantを使用してエラーのない円滑なドメイン構成を行うには、このトピックにリストされている基準が満たされていることを確認することが重要です。

必要な条件が満たされているかどうかを検証するには、以下を確認します。

	BI製品のバイナリ・ファイルを正常にインストールしていること
	サポートされている最新のJDKがシステムにインストールされていること
	Oracleが動作保証されているいずれかのデータベース(Oracle、DB2、SQLServerまたはRAC)に対するアクセスがあること
	(オプション)既存のRCUスキーマ接頭辞(STB)の接続詳細を持ち、すでに単一セッションでBIPLATFORM、IAU、OPSS、MDS、STBおよびWLSスキーマを作成していること

注意:

また、DBA資格証明があれば、BI Configuration Assistantの実行中にスキーマ接頭辞(STB)を生成し、BIPLATFORM、IAU、OPSS、MDS、STBおよびWLSスキーマを作成できます。





注意:

内部ハウスキーピング情報を保持するには、データベース・スキーマが必要です。これらのスキーマは、Oracle BIを使用して分析しようとしているデータソースとは異なります。







4.3 データベース・スキーマの作成

Oracle Business Intelligenceドメインを構成する前に、このリリースのOracle Fusion Middlewareで使用する動作保証されたデータベースに必要なスキーマをインストールする必要があります。


	動作保証されたデータベースのインストールと構成

データベース・スキーマを作成する前に、動作保証されたデータベースをインストールして構成し、そのデータベースが稼働していることを確認する必要があります。
	リポジトリ作成ユーティリティの起動

動作保証されたJDKがシステムにインストールされていることを確認したら、リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を起動します。
	スキーマ作成のためのリポジトリ作成ユーティリティ画面のナビゲート

RCU画面に必要な情報を入力して、データベース・スキーマを作成します。






4.3.1 動作保証されたデータベースのインストールと構成


データベース・スキーマを作成する前に、動作保証されたデータベースをインストールして構成し、そのデータベースが稼働していることを確認する必要があります。


詳細は、Oracle Fusion Middlewareのインストールのためのデータベース要件についてを参照してください。









4.3.2 リポジトリ作成ユーティリティの起動


動作保証されたJDKがシステムにインストールされていることを確認したら、リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を起動します。


RCUを起動する手順は次のとおりです。




	コマンドラインからjava -versionを実行して、動作保証されたJDKがすでにシステムにあることを確認します。12c (12.2.1.2)では、動作保証されたJDKは1.8.0_101以降です。

詳細は、Oracle Fusion MiddlewareのインストールのためのJDK要件についてを参照してください。




	JAVA_HOME環境変数が、動作保証されたJDKの場所に設定されていることを確認します。次に例を示します。
	(UNIX) setenv JAVA_HOME /home/Oracle/Java/jdk1.8.0_101
	(Windows) set JAVA_HOME=C:\home\Oracle\Java\jdk1.8.0_101



	/oracle_common/binディレクトリに移動します。
	(UNIX) ORACLE_HOME/oracle_common/bin
	(Windows) ORACLE_HOME\oracle_common\bin



	次のコマンドを入力します。
	(UNIX) ./rcu
	(Windows) rcu.bat











4.3.3 スキーマ作成のためのリポジトリ作成ユーティリティ画面のナビゲート

RCU画面に必要な情報を入力して、データベース・スキーマを作成します。


	RCUの概要

「ようこそ」画面は、RCUを起動したときに最初に表示される画面です。
	スキーマ作成の方法の選択

コンポーネント・スキーマをデータベースに作成およびロードする方法を選択するには、「リポジトリの作成」画面を使用します。
	データベース接続の詳細の指定

「データベース接続の詳細」画面に、RCUがデータベースに接続するためのデータベース接続の詳細を指定します。
	スキーマ・パスワードの指定

「スキーマ・パスワード」画面でデータベースでのスキーマ・パスワードの設定方法を指定した後、パスワードを入力して確認します。
	スキーマの作成の完了

残りのRCU画面を最後までナビゲートし、スキーマ作成を完了します。






4.3.3.1 RCUの概要


「ようこそ」画面は、RCUを起動したとき最初に表示される画面です。


「次へ」をクリックします。









4.3.3.2 スキーマ作成の方法の選択


コンポーネント・スキーマをデータベースに作成およびロードする方法を選択するには、「リポジトリの作成」画面を使用します。

「リポジトリの作成」画面で、次の操作を行います。
	
対象のデータベースに対するDBAアクティビティの実行に必要なパーミッションと権限が付与されている場合は、「システム・ロードおよび製品ロード」を選択します。この手順は、SYSDBA権限が付与されていることを前提としています。


	
データベースでDBAアクティビティを実行するために必要な権限を持っていない場合は、この画面で「システム・ロードに対するスクリプトの準備」を選択します。このオプションによってSQLスクリプトが生成され、それをデータベース管理者が使用します。Oracle Fusion Middlewareリポジトリ作成ユーティリティによるスキーマの作成のシステム・ロードと製品ロードに関する項を参照してください。


	
DBAがシステム・ロードに対してすでにSQLスクリプトを実行している場合、「製品ロードの実行」を選択します。












4.3.3.3 データベース接続の詳細の指定


「データベース接続の詳細」画面に、RCUがデータベースに接続するためのデータベース接続の詳細を指定します。



注意:

データベースのサービス名が不明な場合は、データベースの初期化パラメータ・ファイル内のSERVICE_NAMESパラメータから取得できます。初期化パラメータ・ファイルにSERVICE_NAMESパラメータが含まれていない場合、サービス名はDB_NAMEやDB_DOMAINパラメータに指定されているグローバル・データベース名と同じです。



次に例を示します。

	データベース・タイプ: Oracle Database
	名前: examplehost.exampledomain.com
	ポート: 1521
	サービス名: Orcl.exampledomain.com
	ユーザー名: sys
	パスワード: ******
	ロール: SYSDBA


「次へ」をクリックして続行し、データベース接続の成功を確認するダイアログ・ウィンドウで「OK」をクリックします。









4.3.3.4 スキーマ・パスワードの指定


「スキーマ・パスワード」画面で、データベースでのスキーマ・パスワードの設定方法を指定した後、パスワードを入力して確認します。



ヒント:

この画面で設定するパスワードは、メモしておく必要があります。このパスワードは、後述するドメイン作成のプロセスで必要になります。











4.3.3.5 スキーマの作成の完了


残りのRCU画面を最後までナビゲートし、スキーマ作成を完了します。


RCUの起動時にデータベース(OracleまたはOracle EBR)でTDE (Transparent Data Encryption)を有効にした場合のみ、「表領域の暗号化」チェック・ボックスが「表領域のマップ」画面に表示されます。RCUによって作成されるすべての新しい表領域を暗号化する場合は、「表領域の暗号化」チェック・ボックスを選択します。

「完了サマリー」画面が表示されたら、「閉じる」をクリックしてRCUを終了します。












4.4 Configuration AssistantによるBIドメインの構成


Oracle BI 12c Configuration Assistantは、.sh (Unix)ファイルまたは.cmd (Windows)ファイルです。Oracleホームにあるbi/binディレクトリから構成実行ファイルを起動して、Configuration Assistantを起動します。このトピックのプロシージャに従って、構成手順を実行します。



注意:

Oracle BI 12cのConfiguration Assistantを使用して12cシステムを構成することをお薦めします。




BI標準トポロジを構成する方法は次のとおりです。




重要

Configuration Assistantを使用してOracle Business IntelligenceのWebLogicドメインを拡張する場合、そのドメインの管理サーバーには"AdminServer"という名前を付ける必要があります。他の名前の管理サーバーはサポートされていません。


注意:

Configuration Assistantをナビゲートしていくと、各画面で状況依存ヘルプが使用可能です。その画面の要素に関する詳細を得るには、「ヘルプ」をクリックします。




	次のディレクトリに変更します。
(UNIX) ORACLE_HOME/bi/bin

(Windows) ORACLE_HOME\bi\bin


	次のコマンドを入力して、Configuration Assistantを起動します。
(UNIX) ./config.sh

(Windows) config.cmd


	インストールするコンポーネントを選択し、「次へ」をクリックします。


注意:

Configuration Assistantは、一貫したスイートのセットがデプロイされるように選択を自動的に調整します。



	Essbase: Essbase Server、Cube Deployment ServerおよびAnalytic Provider Servicesなどのコンポーネントを含みます。
	Business Intelligence Enterprise Edition: プレゼンテーション・サービス、ビジュアル・アナライザ、BIコンポーザ、Webサービス、プロアクティブ・インテリジェンス(配信およびアクション)、SOA用Webサービス(WS4SOA)およびモバイル・アプリケーション・デザイナなどのコンポーネントが含まれます。
	Business Intelligence Publisher: Oracle BI Publisherを含みます。



	「前提条件のチェック」画面で、エラーが発生せずに前提条件のチェックが完了したら、「次へ」をクリックします。
前提条件のチェックが失敗すると、短いエラー・メッセージが画面の下方に表示されます。エラーを修正し、「再実行」をクリックして再試行します。エラー・メッセージや警告メッセージを無視してインストールを続ける場合は、「スキップ」をクリックします(このアプローチはお薦めできません)。

注意:

前提条件のチェック時にエラー・メッセージまたは警告メッセージの原因となった問題を解決せずに続行すると、構成が正常に動作しなくなる可能性があります。




	「新規ドメインの定義」画面で、次の項目を指定して「次へ」をクリックします。


表4-1 「新規ドメインの定義」画面のフィールド名の説明

	フィールド	説明
	ドメイン・ディレクトリ	ドメイン・ディレクトリを設定するパスを指定します。
	ドメイン名	ドメインを指定します。
	ユーザー名	システム管理者のユーザー名を指定します。

注意:

このユーザーは埋込みLDAPで作成され、WebLogic Administrator権限が付与されます。


	パスワード	システム管理者のパスワードを指定します。
	パスワードの確認	パスワードを再入力して確認します。







	「データベース・スキーマ」画面で、該当するオプションをクリックして新しいスキーマを作成するか、既存のスキーマを使用します。
新しいスキーマを作成することを選択した場合には、Configuration Assistantによってスキーマが作成されます。次の情報を指定し、「次へ」をクリックします。



表4-2 「データベース・スキーマ」画面のフィールド名の説明

	フィールド	説明
	スキーマ接頭辞	スキーマ接頭辞を指定します。
	スキーマ・パスワード	スキーマのパスワードを指定します。
	パスワードの確認	パスワードを再入力して確認します。
	データベース・タイプ	値リストから使用するデータベースを選択してください。サポートされているデータベースは次のとおりです。
	
Oracle Database


	
Microsoft SQL Server


	
IBM DB2





	ユーザー名	権限のあるユーザー名を入力し、スキーマを作成します。
	パスワード	前述のユーザー名のパスワードを入力します。
	単純な接続文字列	指定する接続文字列は、使用しているデータベースのタイプによって異なります。

	
(Oracle Database) host:port/serviceまたはhost:port:SIDまたはTNS接続文字列


	
(Microsoft SQL Server) //host:port;DatabaseName=dbname


	
(IBM DB2) //host:port;DatabaseName=dbname













既存のスキーマを使用することを選択した場合には、RCUを使用してSTB、BIPLATFORM、IAU、MDS、OPSSおよびWLSのスキーマを作成する必要があります。次の情報を指定し、「次へ」をクリックします。



注意:

Oracle Databaseバージョン12.2.0.1以降を使用している場合、リポジトリ・スキーマを作成するためにコンテナ・データベース内にプラガブル・データベースを作成する必要があります。プラガブル・データベースを使用せずに、コンテナ・データベース内にスキーマを作成することはできません。




	「ポート範囲」画面で、ポート範囲を指定して「次へ」をクリックします。


注意:

デフォルトの、割り当てられたポート範囲は9500以上9999以下です。デフォルト値をそのままにするか、この範囲内の別の値を指定できます。




	「初期アプリケーション」画面で、要件ごとに次のオプションの1つを選択し、「次へ」をクリックします。
	Oracleサンプル・アプリケーション(SampleAppLite)
	エクスポート・バンドル(.jar)からの自分の既存BIアプリケーション

注意:

このオプションは、Oracle BI 11gから12cに移行するときに適用できます。11gから12cへの移行の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence移行ガイドのOracle BI 11gから12cへの移行に関する項を参照してください。


	白紙の状態(事前定義済アプリケーションなし)



	「サマリー」画面で、各画面に指定した値を確認します。
「保存」をクリックして、サイレント・インストールに使用するレスポンス・ファイルを生成します(オプション)。

「構成」をクリックします。

構成プロセスが起動し、「構成の進行状況」画面が表示されます。


	エラーが発生せずに構成が完了したら、「次へ」をクリックして、「構成完了」画面に進みます。
	「構成完了」画面で構成サマリーを確認します。
この画面の情報をファイルに保存するには、「保存」をクリックします。

「終了」をクリックし、Configuration Assistantを終了します。

ブラウザでBIアプリケーションが開きます。BIアプリケーション・ホームにログインするように構成する際に指定したログイン資格証明を使用します。




これで、標準BIトポロジが構成されました。正常に完了すると、Configuration Assistantは新たに構成されたBIインスタンスを自動的に起動します。なお、停止中のドメインを手動で再起動する場合は、BIインスタンスの起動を参照してください。











5 ドメイン構成後の次の手順


製品ドメインを構成した後、追加タスクを実行できます。




	基本的な管理タスクの実行

新しいドメインで実行する可能性のある管理タスクを確認します。
	追加ドメイン構成タスクの実行

Oracle HTTP ServerなどのWeb層コンポーネントをBIドメインに追加できます。
	高可用性向けの環境の準備

高可用性のためにスケール・アウトするには、追加の手順が必要です。
	ビジュアル・アナライザの構成

Oracle BIとともに、Oracle HTTP ServerおよびOracle Data IntegratorまたはOracle Access Managementをインストールした場合、このトピックの手順に従って、この環境内でビジュアル・アナライザが正しく動作するように構成します。ビジュアル・アナライザは、分析データを視覚的および個々に探索できるWebベースのツールです。






5.1 基本的な管理タスクの実行


新しいドメインで実行する可能性のある管理タスクを確認します。


表5-1 新規ドメイン用の基本的な管理タスク

	タスク	説明	詳細
	
Fusion Middleware管理ツールについての学習

	
環境の管理に使用できる各種ツールについて習熟します。

	
Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareの管理のOracle Fusion Middleware管理ツールの概要に関する項を参照してください。


	
製品およびサーバーの起動と停止

	
Oracle Fusion Middleware(管理サーバー、管理対象サーバー、コンポーネントを含む)起動と停止の方法について学習します。

	
Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareの管理のOracle Fusion Middlewareの起動と停止に関する項を参照してください。


	
Secure Sockets Layer (SSL)の構成

	
Oracle Fusion Middlewareコンポーネント間のSSLを使用したセキュアな通信の設定方法について学習します。

	
Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareの管理のOracle Fusion MiddlewareでのSSLの構成に関する項を参照してください。


	
Oracle Fusion Middlewareのモニタリング

	
Oracle Fusion Middlewareコンポーネントのステータスを追跡する方法を学習します。

	
Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareの管理のOracle Fusion Middlewareのモニタリングに関する項を参照してください。


	
バックアップとリカバリの手順の理解

	
Oracle Fusion Middlewareのバックアップとリカバリの推奨手順について学習します。

	
Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareの管理のバックアップとリカバリの概要に関する項を参照してください。


	インストール後のデプロイメントに対するシステムの構成	メタデータとコンテンツ、一般的な作業環境、およびデフォルトのシステム設定を構成します。	該当なし
	セキュリティの構成	Oracle Business Intelligenceシステム、メタデータ、およびデータへの安全なアクセスを確保し、Secure Sockets Layer (SSL)およびSingle Sign-On (SSO)を構成して、ID管理システムとの統合を設定します。	該当なし
	高可用性を実現するためのスケールアウトと構成	一直線のスケールアウトのためにOracle Business Intelligenceシステムを構成し(マシンにコンポーネントを増やしてキャパシティを増加)、単一点障害を識別および(マシンを追加することで)除去します。	該当なし
	パフォーマンスおよび可用性の管理	サービス・レベルを監視してパフォーマンスをチューニングします。	該当なし
	問題の管理および解決	エラーを診断して解決策を確立します。	該当なし
	システムのテスト環境から本番環境への移行	テスト環境から本番環境への移行の手順を管理します。	該当なし









5.2 追加ドメイン構成タスクの実行


Oracle HTTP ServerなどのWeb層コンポーネントをBIドメインに追加できます。


表5-2は、新しいドメインで実行する追加のタスクを示しています。





表5-2 追加ドメイン構成タスク

	タスク	説明	詳細
	
ドメインへのWeb層のフロントエンドの追加

	
OracleのWeb層でWebページ(静的と動的)をホストし、組込みのクラスタ、ロード・バランシングおよびフェイルオーバーの機能とともにセキュリティと高パフォーマンスを実現します。特にWeb層にはOracle HTTP Serverが含まれます。

	
WebLogic ServerドメインにOracle HTTP Serverをインストールして構成する方法については、Oracle Fusion Middleware Oracle HTTP Serverのインストールと構成のOracle HTTP Serverソフトウェアのインストールに関する項を参照してください。

詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニングの同じドメインへの複数製品のインストールに関する項も参照してください。












5.3 高可用性向けの環境の準備


高可用性のためにスケール・アウトするには、追加の手順が必要です。


表5-3には、ご使用の標準的なインストール環境を可用性が高まるようにスケールアウトする場合に、実行するタスクの一覧が示されています。





表5-3 可用性の高い環境の準備に必要なタスク

	タスク	説明	詳細
	
複数のホスト・コンピュータへのスケール・アウト

	
高可用性を有効にするには、他のホストコンピュータへのフェイルオーバーの機能を実現することが重要です。これにより、あるコンピュータが停止しても、環境はデプロイ済アプリケーションのコンシューマに、サービス提供を続けることができます。

	
Oracle Fusion Middleware高可用性ガイドのトポロジのスケール・アウト(マシンのスケール・アウト)に関する項を参照してください。


	
Web層コンポーネントの高可用性の構成

	
Web層フロントエンドを追加する場合は、WebLogic Serverソフトウェアと同様にWeb層を高可用性構成にする必要があります。

	
Oracle Fusion Middleware高可用性ガイドのWeb層コンポーネントの高可用性の構成に関する項を参照してください。


	
フロントエンドのロード・バランサの設定

	
ロード・バランサを使用してリクエストをより均等にサーバーに分散させることができます。

	
Oracle Fusion Middleware高可用性ガイドの高可用性環境でのサーバー・ロード・バランシングに関する項およびロード・バランサの仮想サーバー名およびポートの構成に関する項を参照してください。


	
ノード・マネージャの構成

	
ノード・マネージャを使用して、リモート位置から管理サーバー・インスタンスと管理対象サーバー・インスタンスを起動、シャットダウンおよび再起動できます。このドキュメントは、ドメインごとにノード・マネージャが構成されていることを前提としています。ノード・マネージャの高度な構成オプションと機能の詳細は、ノード・マネージャのドキュメントを参照してください。

	
Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverノード・マネージャの管理のノード・マネージャの高度な構成に関する項を参照してください。


	Oracle BIコンポーネントの高可用性の構成	高可用性を実現するためにOracle BIを構成するには、システムに単一点障害がないことを確認します。それには、Oracle BIサーバー、プレゼンテーション・サービスおよびJavaHostをスケールアウトして、少なくとも2つのコンピュータに、各コンポーネント・タイプを少なくとも2つ配布するようにします。	Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイドの高可用性のためのOracle Business Intelligenceのデプロイに関する項を参照してください。
	パフォーマンス・チューニングと問合せキャッシングの管理	Oracle BIサーバーのデータベース問合せを迅速に返すには、基礎となるデータベースを正しく構成、チューニングおよび索引付けする 必要 があります。BIサーバーは、後続の問合せが再利用できるように問合せ結果を保持できます。問合せキャッシングにより、よく使用されるダッシュボードの場合は特に、ユーザーに対する見かけ上のシステム・パフォーマンスが大幅に向上します。ただし、ほとんどの非定型な分析ではパフォーマンスは向上しません。	詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイドのパフォーマンス・チューニングおよび問合せキャッシングの管理に関する項を参照してください。









5.4 ビジュアル・アナライザの構成


Oracle BIとともに、Oracle HTTP ServerおよびOracle Data IntegratorまたはOracle Access Managementをインストールした場合、このトピックの手順に従って、この環境内でビジュアル・アナライザが正しく動作するように構成します。ビジュアル・アナライザは、分析データを視覚的および個々に探索できるWebベースのツールです。

次の設定を行います。


	次のディレクトリに変更します。
/u01/user_projects/domains/ohs/config/fmwconfig/components/OHS/ohs1


	次のファイルを探して、編集のために開きます。
mod_wl_ohs.conf


	IfModule weblogic_moduleセクションに移動し、次の行があるか確認します。
WLProxySSLPassThrough On

WLProxySSL On

これらの行がなければ、IfModule weblogic_moduleセクションに追加します。保存してファイルを閉じます。


	Oracle HTTP Serverインスタンスを再起動します。
	WebLogicコンソールにサインインします。
	「HTTP」タブに移動し、「環境」の下の「サーバー」をクリックします。bi_server1をクリックし、「プロトコル」タブ、「HTTP」の順にクリックします。
	「フロントエンド・ホスト」がaseng-analytics.us.oracle.comに設定されているかどうか確認します。
	次に、「詳細」タブに移動し、「環境」の下の「サーバー」をクリックします。bi_server1をクリックし、「構成」タブ、「詳細」の順にクリックします。
	「WebLogicプラグインの有効化」フィールドを「はい」に設定します。












6 Oracle Business Intelligenceのアンインストールまたは再インストール


Oracle Business Intelligenceをアンインストールまたは再インストールするには、この項の手順を実行します。

ソフトウェアを削除するときは、この項で説明する手順に必ず従うことをお薦めします。ソフトウェアを手動で削除しようとすると、後でソフトウェアを再インストールするときに問題が発生する場合があります。この項の手順を実行すると、ソフトウェアを正しく削除できます。




	データベース・スキーマの削除

Oracleホームを削除する前に、リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を実行して、このドメインに関連付けられたデータベース・スキーマを削除することをお薦めします。
	ソフトウェアのアンインストール

この項の手順に従って製品のアンインストーラを起動し、ソフトウェアを削除します。
	Oracleホーム・ディレクトリの手動削除

ソフトウェアをアンインストールした後、アンインストーラで削除されなかったOracleホーム・ディレクトリとすべての既存のサブディレクトリを手動で削除する必要があります。
	Windowsオペレーティング・システムのプログラム・ショートカットの削除

Windowsオペレーティング・システムの場合は、プログラムのショートカットも手動で削除する必要があります(アンインストーラでは削除されません)。
	ドメインとアプリケーション・データの削除

ソフトウェアをアンインストールした後で、ドメインとアプリケーション・データを削除する必要があります。
	ソフトウェアの再インストール

この項の手順に従ってソフトウェアをアンインストールし、手動でOracleホーム・ディレクトリを削除した場合にのみ、前回のインストールと同じOracleホームにソフトウェアを再インストールできます。






6.1 データベース・スキーマの削除


Oracleホームを削除する前に、リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を実行して、このドメインに関連付けられたデータベース・スキーマを削除することをお薦めします。


各ドメインにはカスタム接頭辞によって一意に識別される独自のスキーマのセットがあります(Oracle Fusion Middlewareリポジトリ作成ユーティリティによるスキーマの作成のカスタム接頭辞に関する項を参照してください)。これらのスキーマを他のドメインと共有することはできません(Oracle Fusion Middlewareリポジトリ作成ユーティリティによるスキーマの作成のスキーマの作成計画に関する項を参照してください)。

データベースに複数のスキーマ・セットがある場合は、削除するドメインに関連付けられたスキーマ接頭辞を指定します。

スキーマを削除する手順については、Oracle Fusion Middlewareリポジトリ作成ユーティリティによるスキーマの作成のスキーマの削除に関する項を参照してください。









6.2 ソフトウェアのアンインストール


この項の手順に従って製品のアンインストーラを起動し、ソフトウェアを削除します。


サイレント(コマンドライン)のアンインストールを実行するには、Oracle Fusion Middleware Oracle Universal Installerによるソフトウェアのインストールのサイレント・アンインストールのためのOracle Universal Installerの実行に関する項を参照してください。






	アンインストール・プログラムの起動

	アンインストールする製品の選択

	アンインストール画面へのナビゲート







6.2.1 アンインストール・プログラムの起動



アンインストーラを起動する手順は次のとおりです。





	
UNIXの場合

コマンドラインで次のコマンドを入力します。


cd $ORACLE_HOME/oui/bin
./deinstall.sh


	
Windowsの場合

次のいずれかの操作を行います。

	
ファイル・マネージャ・ウィンドウを使用して、ORACLE_HOME\oui\binディレクトリに移動し、deinstall.cmdをダブルクリックします。


	
コマンド・プロンプトを開き、次のコマンドを入力します。


cd %ORACLE_HOME%\oui\bin
deinstall.cmd


	
「スタート」メニューから、「すべてのプログラム」、「Oracle」、「OracleHome」、「Oracle Softwareのアンインストール」の順に選択します。















6.2.2 アンインストールする製品の選択



Oracleホームには複数の製品が存在するため、適切な製品をアンインストールするようにしてください。

アンインストーラの実行後、「アンインストールする配布」画面が開きます。ドロップダウン・リストから、「アンインストールする変数の選択」を選択し、「アンインストール」をクリックします。アンインストール・プログラムでは、「アンインストール画面のナビゲート」にリストした画面が表示されます。


注意:

Oracle Business Intelligenceソフトウェアがアンインストールされた後に、再度アンインストール・ウィザードを実行することで、Oracle Fusion Middleware Infrastructureをアンインストールできます。Infrastructureが削除されると、Infrastructureを使用する他の製品が機能しなくなるため、削除する前に、それらの製品がないことを確認します。Oracle Fusion Middleware Infrastructureに依存するソフトウェアが他にない場合は、「アンインストールする配布」画面は表示されません。アンインストール手順の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middleware Infrastructureのインストールと構成のOracle Fusion Middleware Infrastructureのアンインストールに関する項を参照してください。











6.2.3 アンインストール画面のナビゲート



アンインストーラにより、ソフトウェアの削除を確認する一連の画面が表示されます。

表6-1に示す画面の詳細情報が必要な場合は、画面上で「ヘルプ」をクリックしてください。


表6-1 アンインストール画面と説明

	画面	説明
	
ようこそ

	
製品アンインストーラが開始します。


	
アンインストール・サマリー

	
アンインストールされるOracleホーム・ディレクトリとその内容を示しています。このディレクトリが正しいことを確認します。

これらのオプションをレスポンス・ファイルに保存する場合は、「レスポンス・ファイルの保存」をクリックし、レスポンス・ファイルの場所と名前を入力します。レスポンス・ファイルは、後でサイレント・アンインストールに使用できます。サイレント・アンインストールまたはコマンド・ライン・アンインストールの詳細は、『Oracle Universal Installerによるソフトウェアのインストール』のサイレント・アンインストールのためのOracle Universal Installerの実行に関する項を参照してください。

「アンインストール」 をクリックしてソフトウェアの削除を開始します。


	
アンインストールの進行状況

	
インストールの進捗状況を示します。


	
アンインストール完了

	
アンインストールが完了すると表示されます。画面上の情報を確認し、「終了」をクリックしてアンインストーラを終了します。
















6.3 Oracleホーム・ディレクトリの手動削除


ソフトウェアをアンインストールした後、アンインストーラで削除されなかったOracleホーム・ディレクトリとすべての既存のサブディレクトリを手動で削除する必要があります。


たとえば、Oracleホーム・ディレクトリがUNIXオペレーティング・システムで/home/Oracle/product/ORACLE_HOMEの場合、次のコマンドを入力します。


 cd /home/Oracle/product
 rm -rf ORACLE_HOME


Oracleホーム・ディレクトリがWindowsオペレーティングシステムでC:\Oracle\Product\ORACLE_HOMEの場合、ファイル・マネージャ・ウィンドウを使用してC:\Oracle\Productディレクトリに移動してから、ORACLE_HOMEフォルダを右クリックして「削除」を選択します。









6.4 Windowsオペレーティング・システム上のプログラム・ショートカットの削除


Windowsオペレーティング・システムの場合は、プログラムのショートカットも手動で削除する必要があります(アンインストーラでは削除されません)。


Windowsからプログラムのショートカットを削除する手順は次のとおりです。

	
C:\ProgramData\Microsoft\Windows\Start Menu\Programs\Oracle\ORACLE_HOME\Productディレクトリに移動します。


	
Oracleホームにインストールした製品が1つのみの場合は、ORACLE_HOMEディレクトリを削除します。Oracleホームに複数の製品をインストールした場合は、ORACLE_HOMEディレクトリを削除する前に、すべての製品を削除します。












6.5 ドメインおよびアプリケーション・データの削除


ソフトウェアをアンインストールした後で、ドメインとアプリケーション・データを削除する必要があります。

ドメインとアプリケーションのデータを削除する手順は次のとおりです。


	ドメイン・ホーム・ディレクトリを手動で削除します。次に例を示します。

UNIXオペレーティング・システムで、ドメイン・ホーム・ディレクトリが/home/Oracle/config/domains/bi_domainの場合は、次のコマンドを入力します。


 cd /home/Oracle/config/domains
 rm -rf bi_domain


Windowsオペレーティング・システムで、ドメイン・ホーム・ディレクトリがC:\Oracle\Config\domains\bi_domainの場合は、ファイル・マネージャ・ウィンドウを使用してC:\Oracle\Config\domainsディレクトリに移動し、bi_domainフォルダを右クリックして「削除」を選択します。




	アプリケーション・ホーム・ディレクトリを手動で削除します。次に例を示します。

UNIXオペレーティング・システムで、アプリケーション・ホーム・ディレクトリが/home/Oracle/config/applications/bi_domainの場合は、次のコマンドを入力します。


 cd /home/Oracle/config/applications
 rm -rf bi_domain


Windowsオペレーティング・システムで、アプリケーション・ホーム・ディレクトリがC:\Oracle\Config\applications\bi_domainの場合は、ファイル・マネージャ・ウィンドウを使用してC:\Oracle\Config\applicationsディレクトリに移動し、bi_domainフォルダを右クリックして「削除」を選択します。




	Oracleホームにdomain_registry.xmlファイルをバックアップしてから、ファイルを編集し、削除しようとするドメインに関連する行を削除します。たとえば、bi_domainを削除するには、次の行を検索して、その行を削除します。


<domain location="/home/Oracle/config/domains/bi_domain"/>


完了したらファイルを保存して終了します。












6.6 ソフトウェアの再インストール


手動でOracleホーム・ディレクトリを削除することを含め、この項の指示に従ってソフトウェアが削除されている場合のみ、同じOracleホームに前のインストールとしてソフトウェアを再インストールできます。


再インストールするときに、前回のインストールと同じOracleホームを指定できます。

Oracleホームが空ではない場合、次の事項を考慮します。

	
同じ機能セットを含む既存のOracleホームへのインストール。

インストールを試行するソフトウェアと同じソフトウェアが、インストール中に指定したOracleホームに存在すると、インストーラは警告します。


	
空ではない既存のOracleホームへのインストール。

たとえば、ドメイン・ホームやアプリケーション・ホームを既存のOracleホーム内部で作成することを選択したと仮定します。このデータはアンインストール中に削除されません。そのため、同じOracleホームに再インストールしようとしても、インストーラではできません。オプションは次のとおりです。

	
(この項で説明しているように)Oracleホームからソフトウェアをアンインストールした後でOracleホーム・ディレクトリを削除します。ソフトウェアをアンインストールしてOracleホーム・ディレクトリを削除したら、再インストールに同じOracleホームの場所を再利用できます。Oracleホームに存在していたドメイン・データまたはアプリケーション・データは、再作成する必要があります。


	
別のOracleホーム・ディレクトリを選択します。


















7 外部論理SQL関数のRおよびOracle R Enterpriseのインストール


EVALUATE_SCRIPT、FORECASTおよびCLUSTERなどの外部論理SQL関数は、入力データをスタンドアロンRプロセスまたはOracle R Enterpriseに提供します。そのため、これらの関数を含む分析を作成するには、環境にRまたはOracle R Enterprise外部エンジンをインストールする必要があります。

Rは統計計算およびグラフィック用に幅広く使用される環境で、外部ファイルまたはデータベースを含む多くの異なるデータソースとともに使用できます。Oracle R Enterpriseは特にOracle Databaseとともに使用するためにインストールされ、オープン・ソースR統計プログラミング言語および環境をOracle BI EEで使用できるようにします。

分析でのこれらの関数の使用の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイドのAdvanced Analyticsの外部論理SQL関数に関する項を参照してください。




	RおよびRパッケージのインストール

Advanced Analyticsの外部論理SQL関数を使用して分析を作成するには、Rおよび必要なRパッケージをインストールする必要があります。
	Oracle DatabaseのOracle R Enterpriseおよび必要なRパッケージのインストール

Oracle BI EEは、RのかわりにOracle R Enterpriseに含まれるRエンジンを使用します。Oracle BI EEでは、データがOracle R Enterpriseデータベースに存在できるOracle R Enterpriseコロケーション・オプションを使用できます。(非コロケーション・オプションの場合、データはOracle R Enterpriseデータベースに存在しません。)






7.1 RおよびRパッケージのインストール


Advanced Analyticsの外部論理SQL関数を使用して分析を作成するには、Rおよび必要なRパッケージをインストールする必要があります。

Oracle Databaseを使用している場合、詳細はOracle DatabaseのOracle R Enterpriseおよび必要なRパッケージのインストールを参照してください。




	インストールを始める前に

Oracle BIとともに配布された3.1.1 Rバージョンをインストールする必要があります。
	UNIXプラットフォームのRおよびRパッケージのインストール

この項の手順を使用して、UNIXプラットフォームにRおよびRパッケージをインストールします。
	WindowsのRおよびRパッケージのインストール

この項の手順を使用して、WindowsにRおよびRパッケージをインストールします。






7.1.1 インストールを始める前の準備


Oracle BIとともに配布された3.1.1 Rバージョンをインストールする必要があります。

次のOracle BI環境の場所にRインストーラがあります。

ORACLE_HOME/bi/bifoundation/advanced_analytics/r-installer.zip

配布されたRインストールは、Linux(OLE 6およびOLE 7)とWindows(7および8)をサポートしています。







7.1.2 UNIXプラットフォームのRおよびRパッケージのインストール


この項の手順を使用して、UNIXプラットフォームにRおよびRパッケージをインストールします。


一般的な前提条件は、インストールを始める前にを参照してください。

インストールを実行する前に、次の重要な情報および必要なタスクに注意してください。





	
ルートとしてまたはsudoコマンドを使用して、RInstaller.shを実行します。詳細は、r-installer.zipに含まれているREADME.txtを参照してください。


	
RInstallerフォルダにproxy.txtを配置し、編集してプロキシ・サーバーの詳細を含めます。


	
OLE 7の場合、Oracle Rディストリビューションをインストールする前に、TexLiveおよびTexInfo RPMをインストールする必要があります。

	
必要なRPMバージョンは、texlive-epsf-svn21461.2.7.4-32.el7.noarch.rpmおよびtexinfo-tex-5.1-4.el7.x86_64.rpmです。


	
RPMをダウンロードし、rpm -ivh <rpm_name>を使用してインストールします。


	
texlive、texinfoの順にRPMをインストールする必要があります。











UNIXプラットフォームにRをインストールするには:






注意:

次の操作でRInstallerをRootユーザーとして実行します。

コマンド・ラインを開き、インストーラの場所に移動し、次を入力して解凍し、配布されたRインストーラを実行します。


bash-4.1$ unzip r-installer.zip 
bash-4.1$ cd RInstaller
bash-4.1$ ./RInstaller.sh
Usage ./RInstaller { install | installpackages | uninstall }
bash-4.1$ sudo ./RInstaller.sh install





UNIXプラットフォームでRパッケージをインストールするには





UNIXプラットフォームの場合、Rをインストールした後、同じコマンドラインから次のコマンドを実行して必要なRパッケージ(forecast、mvoutlier、randomForest、RJSONIOおよびmatrixcalc)をダウンロードおよびインストールします。このコマンドを実行すると、OBIEEAdvancedAnalytics Rパッケージもインストールされます。インストーラはproxy.txtからプロキシ情報を使用して、CRANからパッケージをダウンロードします。


bash-4.1$ sudo ./RInstaller.sh installpackages









7.1.3 WindowsのRおよびRパッケージのインストール


この項の手順を使用して、WindowsのRおよびRパッケージをインストールします。


一般的な前提条件は、インストールを始める前にを参照してください。

インストールを実行する前に、次の重要な情報および必要なタスクに注意してください。





	
RInstallerフォルダにproxy.txtを配置し、編集してプロキシ・サーバーの詳細を含めます。


	
WindowsにRをインストールする前に、Windows環境にwgetおよびunzipユーティリティが含まれていることを確認する必要があります。これらのユーティリティは次の場所からダウンロードできます。

	
http://gnuwin32.sourceforge.net/packages/wget.htm


	
http://gnuwin32.sourceforge.net/packages/unzip.htm












7.1.3.1 RをWindowsにインストールするには:


	NQSConfig.INIを検索して開きます。ADVANCE_ANALYTICS_SCRIPTセクションで、R_EXECUTABLE_PATHプロパティを更新してR実行可能ファイルのパスを指します。次に例を示します。

R_EXECUTABLE_PATH = "C:/Program Files/R/R-3.1.1/bin/x64/R";




	zipユーティリティを使用して、r-installer.zipを解凍します。
	まだ実行していない場合、RInstallerフォルダに移動し、proxy.txtを検索し、編集してプロキシ・サーバーの詳細を含めます。
	インストーラを実行するには、r-installer.zipを解凍したRInstallerフォルダに移動し、コマンドライン・セッションで'./Rinstaller.bat install'を実行します。







7.1.3.2 WindowsにRパッケージをインストールするには:



Rをインストールした後、同じコマンドラインから次のコマンドを実行して必要なRパッケージ(forecast、mvoutlier、randomForest、RJSONIOおよびmatrixcalc)をダウンロードおよびインストールします。このコマンドを実行すると、OBIEEAdvancedAnalytics Rパッケージもインストールされます。


.\RInstaller.bat installpackages













7.2 Oracle DatabaseのOracle R Enterpriseおよび必要なRパッケージのインストール


Oracle BI EEは、RのかわりにOracle R Enterpriseに含まれるRエンジンを使用します。Oracle BI EEでは、データがOracle R Enterpriseデータベースに存在できるOracle R Enterpriseコロケーション・オプションを使用できます。(非コロケーション・オプションの場合、データはOracle R Enterpriseデータベースに存在しません。)

詳細は、インストールを始める前にを参照してください。Oracle Database以外のデータベースを使用している場合、詳細はRおよびRパッケージのインストールを参照してください。




	インストールを始める前に

Oracle BI EEでは、Oracle R Enterpriseバージョン1.4または1.4.1をインストールする必要があります。
	Oracle R EnterpriseおよびRパッケージのインストール

この項の手順を使用してOracleデータベースにOracle R Enterprise 1.4.1をインストールし、Oracle R Enterpriseにすべての必要なRパッケージをインストールします。
	Oracle R EnterpriseをOracle BI EEで動作するように構成

Oracle R EnterpriseおよびRパッケージをインストールした後、次の手順を使用してOracle R Enterpriseを構成します。






7.2.1 インストールを始める前の準備


Oracle BI EEでは、Oracle R Enterpriseバージョン1.4または1.4.1をインストールする必要があります。


表7-1 OREの構成およびサポート・マトリックス

	Oracle R Enterpriseのバージョン	Oracle R Enterpriseの配布済Rバージョン	Oracle Databaseのバージョン
	
1.4

	
3.0.1

3.1.1

	
11.2.0.3

11.2.0.4

12.1.0.1


	
1.4.1

	
3.0.1

3.1.1

	
11.2.0.3

11.2.0.4

12.1.0.1












7.2.2 Oracle R EnterpriseおよびRパッケージのインストール


この項の手順を使用してOracleデータベースにOracle R Enterprise 1.4.1をインストールし、Oracle R Enterpriseにすべての必要なRパッケージをインストールします。


Oracle R Enterpriseをデータベースにインストールするには





ruserまたはrqueserなどのサンプル・ユーザーがデータベースのRの実行に使用されます。

データベースにOracle R Enterprise 1.4.1をインストールするには、『Oracle R Enterpriseインストレーションおよび管理ガイド』のリリース1.4.1のインストール手順に従います。

LinuxサーバーおよびWindowsクライアントへのOracle R Enterpriseの通常インストールの手順の詳細は、『Oracle R Enterpriseインストレーションおよび管理ガイド』のOracle R Enterpriseのサンプル・インストールに関する項を参照してください。





Oracle R EnterpriseにRパッケージをインストールするには




	Oracle R Enterpriseをインストールした後、r-installer.zipを検索してOracle R Enterpriseホストにコピーします。
	r-installer.zipを解凍します。
	まだ実行していない場合、RInstallerフォルダに移動し、proxy.txtを検索し、編集してプロキシ・サーバーの詳細を含めます。
	コマンドラインを開き、Oracleユーザーとして次のコマンドを実行して必要なRパッケージ(forecast、mvoutlier、randomForest、RJSONIOおよびmatrixcalc)をインストールします。

ORACLE_HOME/bin/ORE -f r-package-install.R












7.2.3 Oracle R EnterpriseをOracle BI EEで動作するように構成


Oracle R EnterpriseおよびRパッケージをインストールした後、次の手順を使用してOracle R Enterpriseを構成します。





Oracle R Enterpriseを構成するには




	Oracle BIプレゼンテーション・サービスのインスタンスを開き、「管理」をクリックします。「管理」ページで、「SQLの発行」をクリックします。「SQLの発行」ダイアログが表示されます。
	「SQLの発行」ダイアログで、次のストアド・プロシージャを入力および発行します。


call NQSRegisterScript("filerepo://obiee.Clustering.xml")
call NQSRegisterScript("filerepo://obiee.RegressionCreateModel.xml")
call NQSRegisterScript("filerepo://obiee.RegressionScoreModel.xml")
call NQSRegisterScript("filerepo://obiee.Outliers.xml")
call NQSRegisterScript("filerepo://obiee.Regression.xml")
call NQSRegisterScript("filerepo://obiee.RegressionCorrelation.xml")
call NQSRegisterScript("filerepo://obiee.TimeSeriesForecast.xml")




	NQSConfig.INIを検索して開き、ADVANCED_ANALYTICS_SCRIPTセクションで次の更新を行います。

	
CONNECTION_POOLプロパティで、リポジトリに定義する接続プールの名前を指定します。

たとえば、データベース名がOREで接続プール名がORECPであるとします。CONNECTION_POOLプロパティで、次を入力します。

ORE.ORECP


注意:

接続プールORECPで定義されるスキーマ・ユーザーは、GRANT RQADMIN TO <SCHEMA_USER>を介して付与できるRQADMIN権限が必要です。




	
OREデータベースおよびソース・データが同じデータベースにある場合、CONNECTION_POOLプロパティをソース・データベースの接続プールに設定して、R実行の速度を向上できます。


	
TARGETプロパティで、値を"ORE"に設定します。たとえば、TARGET="ORE"です。







	Oracle BIサーバー問合せを実行して、構成をテストします。次に例を示します。


SELECT 
"A - Sample Sales"."Time"."T02 Per Name Month" Month1,
"A - Sample Sales"."Base Facts"."1- Revenue" target,
FORECAST("A - Sample Sales"."Base Facts"."1- Revenue", ("A - Sample
Sales"."Time"."T02 Per Name Month" timeMonth),
'forecast','numPeriods=7;predictionInterval=90;) 
FROM "A - Sample Sales" order by 1;

















A.1 BIインスタンスの起動


構成を確認するには、サーバー(管理サーバーと管理対象サーバー)および新たに構成したBIインスタンスを起動します。

ノード・マネージャ、管理サーバー、管理対象サーバーなどのコンポーネントを含むBIインスタンスを起動する手順は次のとおりです。


	次のディレクトリに移動します。
UNIXオペレーティング・システムの場合:

DOMAIN_HOME/bitools/bin

Windowsオペレーティング・システムの場合:

DOMAIN_HOME\bitools\bin


	サーバーを起動するには、次のコマンドを入力します。
UNIXオペレーティング・システムの場合:

start.sh

Windowsオペレーティング・システムの場合:

start.cmd



注意:

パスワードの入力を求められたら、BIドメインの構成時に入力したノード・マネージャのパスワードを指定します。













A.2 ImportMeFirstエラーのトラブルシューティング


ビジュアル・アナライザを使用してピボット表を作成する際、ImportMeFirstエラーが発生することがあります。このエラーは、次のいずれかの理由で発生する可能性があります。



	
フロントエンド・ホストが構成されていない


	
完全修飾ドメイン名(FQDN)を使用せずにフロントエンド・ホストが構成されている


	
フロントエンド・ホストが構成されておらず、ノード・マネージャのリスニング・アドレスが修飾されていない









このエラーを解決するには、次の手順に従います。


	次のコマンドを入力して、エンドポイントURLがホスト名とFQDNのいずれを返すか確認します。
(UNIX) JDK_HOME/java -jar bi/endpointmanager/jlib/bi-endpointmanager-impl.jar /scratch/DOMAIN_HOME /scratch/ORACLE_HOME

(Windows) JDK_HOME\java -jar bi\endpointmanager\jlib\bi-endpointmanager-impl.jar \scratch\DOMAIN_HOME \scratch\ORACLE_HOME

出力例:

BIANALYTICS.bi_server1 - custom channel bi_internal_channel1

Frontend: http://adminserver1:9502/analytics


	次のコマンドを入力して、WebLogic Scripting Toolがホスト名とFQDNのいずれを返すか確認します。


wls:/offline> import socket 
wls:/offline> socket.getfqdn()



出力例:

'adminserver1'


	WebLogic Scripting ToolまたはWebLogic Consoleを使用して、問題のあるノード・マネージャのリスニング・アドレスを変更します。
	サーバーおよびプロセスを再起動します。
	次のコマンドを入力して、WebLogic Scripting ToolがFQDNを返すかどうか確認します。
hostname -f



注意:

ホスト名がFQDNに解決されること、またはサーバー側の構成にフロントエンド・ロード・バランサを使用していることを確認する必要があります。
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